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 多くの先生方を目の前にして、緊張気味の子ども達。でも、最後まであきらめずに一生懸命

です。好きなこと、頑張っていること、学習のこと。一人一人が、しっかりとテーマを決めて

発表していました。 

 昨日は、わかば学級の公開授業でした。私達は、このように年に何度かお互いに授業を

見合いながら、指導の仕方について研修を重ねていきます。 

 今回は、わかば学級の子ども達が大活躍でした。中でも6年生は、最高学年として下学

年のお世話はもちろん、友達同士協力し合いながら、立派な発表をすることができました。 

ステップ ジャンプ、５・６年 
～一期一会で感謝を表す令和～ 

 

 まず先生方が、とても温かく、包み込むような優しさい

っぱいで子ども達を応援していました。次に、子ども達は、

友達同士助け合っていました。こうして発表会は大成功！ 

 こうして、参観している先生方も笑顔、そして最後には涙！大成功の発表会でした。わかば学級

の子ども達一人一人の表情が本当に生き生きしていました。今日の学習を通して、自分に自信をも

ち、意欲を高める子ども達の姿は、最高でした。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 何となく旅人の気持ちになり

ながら、見ることができたよね。 

 こちらは、自然教室中の式の練習です。

お気づきになった方もいらっしゃることで

しょうが、子ども達だけで式を進める練習

をしています。 

 そして、驚くのは姿勢！どの子どもも、

真剣な表情そのもの。背筋をピンと伸ばし、

心で聞いていることがよく伝わります。

「はい。」「ありがとう。」 

このように助け合う姿が自然に見られるようになっ

てきました。こうして、一人一人が役割はもちろん、

自覚を高めることで集団全体が高まってきていること

を実感できるのです。

 図画工作科「白の世界」では、子ども達が自由に発想しながら、白いものを使って、一つの

作品作りに挑戦しました。片渕先生が、指導されることで、夢のような世界がコモンホールに

広がっています。想像力が広がっていく子ども達の作品を見ると、とてもうれしくなりました。 

こんな材料をつかっ

たらどうかな？ 

さて、昨日お伝えした 5 年 3 組の教室は、その後ど

うなったのでしょうか？教室の中をのぞいてみると、ご

覧の通り！ 

たった1日で大変身を遂げた子ども達。自分たちで自

然教室を盛り上げようと一生懸命頑張る姿に感動しま

した。

 今から〇〇を 

始めます。 


